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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内空気を吸い込む空気吸込口と加湿空気を吹き出す空気吹出口とを有する本体ケース
と、該本体ケース内に配設したファンと、該ファンによる空気流の通路内に配設した気化
式加湿エレメントと、該気化式加湿エレメントに水を供給する水タンクとをそなえ、さら
に前記気化式加湿エレメントが、前記水タンクから供給される水を貯留する水槽と前記フ
ァンの吐出口の下方に位置して前記水槽内に回転自在に枢支される回転加湿フィルタとを
そなえて構成されるとともに、前記回転加湿フィルタの一部が前記水槽内の貯留水に浸漬
されるようにしてなる加湿装置であって、前記回転加湿フィルタに対するファン空気流の
上流側において前記回転加湿フィルタに対向して前記ファン空気流を前記回転加湿フィル
タ側へ向けて変向させるガイド部材を設けるとともに該ガイド部材に設けた孔を通してフ
ァン空気流の一部を下方の貯留水に衝突させ、それにより前記貯留水の一部を直接気化さ
せるようにしたことを特徴とする加湿装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、加湿装置に関し、さらに詳しくは、回転加湿フィルタにより構成された気
化式加湿エレメントを備えた加湿装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　近年、冬季において暖房装置使用中の室内を適湿環境に保持するために加湿装置が使用
されている。
【０００３】
　この種の加湿装置として、吸水性の良いシート状の素材をプリーツ折りした横長方形で
且つ回転式の回転加湿フィルタからなる気化式加湿エレメントを備えたものが従来から知
られている（特許文献１参照）。
【０００４】
　ところが、上記特許文献１に開示されている加湿装置の場合、回転式の加湿フィルタが
、吸水性の良い素材からなっているため、加湿フィルタの全面積に吸水させるには、加湿
フィルタの回転中心付近まで水に浸漬させる必要があり、加湿フィルタを回転駆動させる
動力が大きくならざるを得ないという不具合が生ずるおそれがある。一方、回転加湿フィ
ルタの一部分のみを水に浸漬させる構造とすると、吸水面積が限定されることとなり、加
湿能力が低下するおそれがある。
【０００５】
　これに対して、本件出願人は、上記の問題点を解決することを目的とした加湿装置を開
発して既に特願２００５－１５４１０４として特許出願している。
【０００６】
　この先出願の加湿装置は、図６に示すような多数の合成樹脂製円板状プレート２５，２
５・・・からなる回転加湿フィルタ２３を図１６に示すように水槽２２内で回転させるこ
とにより、駆動動力が小さく、しかも大きな加湿能力を発揮し得るようにしたものである
。
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－３７０１１号公報
【特許文献２】特願２００５－１５４１０４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、本件出願人の上記先出願にかかる加湿装置は、ファン２からの空気流Ｗ１を
単に水槽２２内に上方から吹き込むだけの構造としていたため、同空気流Ｗ１が水槽２２
内において乱流化して円滑に回転加湿フィルタ２３の方向に流れず、その結果、十分な加
湿空気Ｗ２を室内に送り出すことができていなかった。
【０００９】
　本願発明は、上記先出願にかかる加湿装置における上記のような課題を改善して、さら
に駆動動力の低減及び／又は加湿能力の向上を図ることのできる加湿装置を提案すること
を目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本願発明は、前記先出願の発明（先願発明）と同様に、室内空気を吸い込む空気吸込口
と加湿空気を吹き出す空気吹出口とを有する本体ケースと、該本体ケース内に配設したフ
ァンと、該ファンによる空気流の通路内に配設した気化式加湿エレメントと、該気化式加
湿エレメントに水を供給する水タンクとをそなえている。そして、前記気化式加湿エレメ
ントは、前記水タンクから供給される水を貯留する水槽と前記ファンの吐出口の下方に位
置して前記水槽内に回転自在に枢支される回転加湿フィルタとをそなえて構成されるとと
もに、前記回転加湿フィルタの一部が前記水槽内の貯留水に浸漬されるようになっている
。
【００１１】
　上記先願発明の加湿装置においては、上記のように構成することにより、回転加湿フィ
ルタの一部が水槽内の貯留水に浸漬されるが、回転により貯留水から露出している部分も
水に濡れることとなる。この状態の回転加湿フィルタの外周側をファンから吹き出された
室内空気が通過する過程において加湿がなされることとなる。従って、回転加湿フィルタ
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を駆動させるための動力を低減できるとともに、加湿能力を最大限に発揮することができ
る。
【００１２】
　本願発明の加湿装置は、上記先願発明の構成に加えて、さらに前記回転加湿フィルタに
対するファン空気流の上流側において前記回転加湿フィルタに対向して前記ファン空気流
を前記回転加湿フィルタ側へ向けて変向させるガイド部材を設けている。
【００１３】
　上記のように構成することにより、ファンからの空気流が水槽内において乱流化するこ
となく、回転加湿フィルタの方向に向けて滑らかに変向流動し、風速を維持しながら多量
の加湿空気を室内へ送り出すことができる。なお、本願発明の加湿装置においては、前記
ガイド部材に孔を設けて該孔を通してファン空気流の一部を下方の貯留水に衝突させるこ
とができるようにしており、それにより前記貯留水の一部を直接気化させることができる
ようにしている。
【００１４】
　また、本願発明を実施する場合においては前記ガイド部材は水槽内に設けられることが
推奨され、さらには、該水槽と一体形成されることが推奨される。
【発明の効果】
【００１５】
　本願発明の加湿装置は、先ず、室内空気を吸い込む空気吸込口と加湿空気を吹き出す空
気吹出口とを有する本体ケースと、該本体ケース内に配設したファンと、該ファンによる
空気流の通路内に配設した気化式加湿エレメントと、該気化式加湿エレメントに水を供給
する水タンクとをそなえ、さらに前記気化式加湿エレメントが、前記水タンクから供給さ
れる水を貯留する水槽と前記ファンの吐出口の下方に位置して前記水槽内に回転自在に枢
支される回転加湿フィルタとをそなえて構成されるとともに、前記回転加湿フィルタの一
部が前記水槽内の貯留水に浸漬されるようにしたものであるので、回転加湿フィルタの回
転により、同回転加湿フィルタの外周側をファンから吹き出された空気流が通過する過程
において加湿され、回転加湿フィルタを駆動させるための動力を低減できるとともに、加
湿能力を最大限に発揮することができるという効果がある。
【００１６】
　本願発明の加湿装置は、上記構成に加えて、さらに前記回転加湿フィルタに対するファ
ン空気流の上流側において前記回転加湿フィルタに対向して前記ファン空気流を前記回転
加湿フィルタ側へ向けて変向させるガイド部材を設けることにより、ファンからの空気流
が水槽内において乱流化することなく、回転加湿フィルタの方向に向けて滑らかに変向流
動し、風速を維持しながら多量の加湿空気を室内へ送り出すことができるという効果があ
る（加湿効率及び／又は加湿能力の向上ならびに運転音の低減）。
【００１７】
　また、本願発明の加湿装置においては、上記構成に加えて、さらに前記ガイド部材に設
けた孔を通してファン空気流の一部を下方の貯留水に衝突させることができるようにして
おり、それにより前記貯留水の一部を直接気化させることができるようにしている。
【００１８】
　また、本願発明を実施するにあたり、ガイド部材を水槽内に設け、さらに同ガイド部材
を水槽と一体形成した場合は、部品点数が減少し、構造が簡略化されるという効果が得ら
れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、添付の図面を参照して、本願発明の好適な実施の形態について詳述する。
【００２０】
　この加湿装置は、図１ないし図４に示すように、室内空気Ｗ０を吸い込む空気吸込口５
と加湿空気Ｗ２を吹き出す空気吹出口６とを有する本体ケース１と、該本体ケース１内に
配設したファン２と、該ファン２による空気流の通路内に配設した気化式加湿エレメント
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３と、該気化式加湿エレメント３に水を供給する水タンク４とを備えて構成されている。
【００２１】
　前記空気吸込口５は、前記本体ケース１における背面１の上部に形成されており、前記
空気吹出口６は、前記本体ケース１の上面一側に形成されている。
【００２２】
　前記ファン２は、前記空気吸込口５の前方側に配設されており、前記空気吸込口５と対
向する吸気口９と下向きとされた吐出口１０とを有するスクロール形状のファンカバー７
と該ファンカバー７内に配設された前進翼形状の羽根車８とにより構成されている。符号
１１は前記羽根車８を回転駆動させるファンモータであり、該ファンモータ１１は、前記
空気吸込口５からファンカバー７の吸気口９との間に後述する加湿空気通路３８と隔壁１
３により区画形成された吸気通路１２内にあって前記ファンカバー７に取り付けられてい
る。
【００２３】
　前記ファン２におけるファンカバー７の吐出口１０の下方には、該ファン２から吹き出
されるファン空気流Ｗ１を加熱するための加熱源として作用するヒータユニット１４が配
設されている。該ヒータユニット１４は、図５に示すように、矩形形状の箱型のヒータケ
ース１５と、該ヒータケース１５内に設けた直交桟１６に対して略菱形形状に複数層が重
合するように巻き付けられ電熱線１７とによって構成されており、前記ヒータケース１５
の底面には、多数の空気流通穴１８，１８・・が形成されている（図４参照）。符号１９
はファン２から吹き出されるファン空気流Ｗ１をヒータケース１５内に誘導する作用と前
記ファン空気流Ｗ１がヒータユニット１４をバイパスするのを防止するためのリブである
。このようにすると、ファン２から吹き出されたファン空気流Ｗ１と電熱線１７との接触
効率が向上し、効率的な加熱を行うことができる。
【００２４】
　前記ヒータユニット１４の背面側には、ファン２から吹き出されるファン空気流Ｗ１の
一部がバイパスするバイパス通路２０が設けられており、該バイパス通路２には、室温検
知用とヒータケース１５の過昇温検知用とに供される温度センサー２１が設けられている
。このようにすると、室温検知と過昇温検知とを一つのセンサーで行うことができること
となり、構造簡略化を図ることができる。
【００２５】
　前記気化式加湿エレメント３は、前記ヒータユニット１４の下方位置であって前記ファ
ン空気流通路内に位置して配設されており、前記水タンク４から供給される水を貯留する
とともに前記本体ケース１に対して前記空気吹出口６の反対側から引き出し自在とされた
水槽２２と該水槽２２内に回転自在に枢支される回転加湿フィルタ２３とをそなえて構成
されている。
【００２６】
　前記回転加湿フィルタ２３は、駆動源であるフィルタモータ２６に減速機構２７を介し
て連結された回転軸２４と、該回転軸２４に対して分解可能に枢支された多数の合成樹脂
製（例えば、プロピロピレン製）のプレート２５，２５・・とにより構成されている（図
６参照）。なお、前記プレート２５は、合成樹脂製のものに限定されず、金属等からなる
ものであってもよい。前記減速機構２７は、フィルタモータ２６により回転駆動される主
動側ギヤ（即ち、小径ギヤ）２７ａと該主動側ギヤ２７ａと噛合する従動側ギヤ２７ｂと
からなっている。このようにすると、回転加湿フィルタ２３を、回転軸２４と多数のプレ
ート２５，２５・・とに分解することが可能となり、お手入れを簡単に行うことができる
。
【００２７】
　前記各プレート２５の外周縁部（即ち、軸心２５ａの近傍を除く部分）における表裏両
面には、回転方向Ｍに凹となる４個の半円弧形状のリブ２８，２８・・が周方向等間隔（
即ち、９０°間隔）で形成されている。該リブ２８，２８・・は、プレート２５の回転に
伴って水槽２２内に貯留された水を汲み上げるとともにプレート２５，２５・・相互間に
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風路を形成するものであり、その形状および個数は、本実施の形態におけるものに限定さ
れない。なお、前記プレート２５，２５・・のうち両端に位置するプレート２５Ａ，２５
Ｂには、前記リブ２８，２８・・は形成されない。
【００２８】
　また、前記各プレート２５の軸心２５ａには、表裏両面のリブ２８，２８・・の高さと
同高の４個の軸受片２９，２９・・が周方向等間隔（即ち、９０°間隔）で取り付けられ
ており、該軸受片２９，２９・・の間には、４個の凹部３０，３０・・が形成されること
となっている（図７参照）。このようにすると、プレート２５，２５・・は、外周縁部に
位置するリブ２８，２８・・と軸心部に位置する軸受片２９，２９・・とによって互いに
当接状態を保持されることとなり、回転駆動時にガタ付きが生ずるということがなくなる
。
【００２９】
　一方、前記回転軸２４には、図８に示すように、一端側に前記減速機構２７を構成する
従動側ギヤ（即ち、大径ギヤ）２７ｂを固定（例えば、ビス止め）する駆動軸２４ａが形
成されている。また、前記回転軸２４の外周には、前記プレート２５の軸心２５ａに設け
られた軸受片２９，２９・・間の凹部３０，３０・・を嵌挿するための軸方向に延びる４
個の突条３１，３１・・　が形成されている。このようにすると、回転加湿フィルタ２３
の回転駆動時にプレート２５，２５・・が回転軸２４に対して空回りすることがなくなる
。なお、前記プレート２５，２５・・は、回転軸２４から突条３１，３１・・に沿って抜
き出すことが可能となっている。
【００３０】
　そして、前記回転加湿フィルタ２３の回転軸２４における駆動軸２４ａは、前記水槽２
２において前記空気吹出口６の下方に位置する部分（即ち、水槽２２の引き出し方向に関
して反対側）に設けられている。つまり、前記回転軸２４の一端（即ち、駆動軸２４ａ側
端部）は、前記水槽２２における引き出し方向側の側壁２２ａに形成された上部が開放さ
れた切欠形状の軸受部３２（図２参照）に対して回動自在に枢支される一方、前記回転軸
２４の他端（即ち、反駆動軸側端部）は、前記水槽２２における引き出し方向手前側の側
壁２２ｂの内面に形成されたＵ字状の溝３３（図４参照）に対して回動自在に枢支されて
いるのである。このようにすると、気化式加湿エレメント３を駆動源であるフィルタモー
タ２６から分離して本体ケース１から容易に取り外すことができるとともに、水槽２２か
ら回転加湿フィルタ２３を容易に離脱させることもできる。
【００３１】
　前記水槽２２の引き出し方向側には、前記水タンク４が着脱自在にセットされるととも
に該水タンク４から出る水を一時的に貯留する貯水部３４が一体に設けられている。前記
水タンク４は、前記貯水部３４に対して倒立状態でセットされることとなっており、水タ
ンク４の給水口４ａには、水タンク４の前記貯水部３４へのセット時にのみ開弁する開閉
弁３５が設けられている。符号３６は貯水部３４内に配置された水タンク４が空になった
ことを検知するためのフロートスイッチである。このようにすると、本体ケース１に対し
て気化式加湿エレメント３と水タンク４とが一体的に引き出し可能となるのである。
【００３２】
　また、水槽２２の引き出し方向手前側の側壁２２ｂには、貯水部３４と水槽２２とを連
通させる連通穴３７が形成されている。従って、貯水部３４内と水槽２２内とは、同一の
水位Ｌとされることとなっている。該水位Ｌは、前記回転加湿フィルタ２３における各プ
レート２５に設けられたリブ２８，２８・・のうち下端に位置するリブ２８の上端が浸漬
される程度とされる（図４参照）。つまり、前記回転加湿フィルタ２３の一部は、前記水
槽２２内の貯留水に浸漬されており、前記ファン２から吹き出されるファン空気流Ｗ１の
流れの中心は、前記回転加湿フィルタ２３の回転中心より外周側を通過するように構成さ
れているのである。このようにすると、各プレート２５における軸心２５ａの周りにでき
るだけ大きな平面部２５ｂが形成されることとなり、ファン空気流Ｗ１の流れがスムーズ
になる。なお、前記平面部２５ｂは、水に浸漬されないが、プレート２５の回転に伴って
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、リブ２８，２８・・が上方に移動する過程において、リブ２８，２８・・に汲み上げら
れた水がこぼれて、前記平面部２５ｂを濡らすこととなるので、プレート２５において水
槽２２内の貯留水に浸漬されていない面全体が加湿用として供されることとなり、加湿効
率が大幅に向上する。
【００３３】
　さらに、前記回転加湿フィルタ２３の回転方向Ｍは、前記ファン２から吹き出される空
気流Ｗ１を迎える方向とされている。このようにすると、ファン２から吹き出される空気
流Ｗ１が、水槽２の貯留水にから出た直後の回転加湿フィルタ２３に接触することとなり
、空気流Ｗ１への加湿効率が向上するし、回転加湿フィルタ２３における圧力損失をでき
るだけ小さくすることもできる（ファン２から吹き出されるファン空気流Ｗ１が空気吹出
口６側へかき出される）。また、前記リブ２８，２８・・は、加湿空気Ｗ２が流れる部位
においては下向きとなる。従って、水滴が加湿空気Ｗ２に乗って空気吹出口６や他の個所
へ飛び散るのを防止することもできる。
【００３４】
　図中、符号３８は、前記ファンカバー７と前記本体ケース１との間に形成された前記空
気吹出口６へ通ずる加湿空気通路であり、３９はファン２の吐出口１０と本体ケース１の
外側とをシールするシール用リブ、４０はファン２から吹き出されたファン空気流Ｗ１と
回転加湿フィルタ２３を通過して加湿された加湿空気Ｗ２との流路をシールするシール用
リブ、４１は本体ケース１の上面に設けられた操作パネルである。
【００３５】
　この実施例の加湿装置では、回転加湿フィルタ２３に対するファン空気流Ｗ１を回転加
湿フィルタ２３側へ向けて滑らかに変向させるガイド部材（上面が滑らかな円弧状とされ
ている）５１を設けている。
【００３６】
　このガイド部材５１は、図１４及び図１５に示すように、該ガイド部材５１に複数の孔
６３，６３・・・を設けてファン空気流Ｗ１の一部Ｗ１′を下方の貯留水６４に衝突させ
、それによって貯留水の一部を直接気化させるようにしている。このようにすると、回転
加湿フィルタ２３による加湿作用に加えて、水面からの直接気化作用が得られ、加湿効果
が増大化されることになる。なお、この実施例では、回転加湿フィルタ２３のファン空気
流下流側（加湿空気Ｗ２の出口側）にも加湿空気Ｗ２を加湿空気通路３８（図３）側へ向
けて滑らかに変向させるための（上面が逆放物線形状の）ガイド部材５２が設けられてい
るが、この後流側のガイド部材５２は必要がなければ省略してもよい。
【００３７】
　なお、図４に示した実施例では、回転加湿フィルタ２３の上流側にあるガイド部材５１
はその下端が回転加湿フィルタ２３の回転軸２４と同じ高さで且つ同回転軸２４の方向に
向くようにされており、これに対応して回転加湿フィルタ２３の後流側（加湿空気Ｗ２の
出口側）にあるガイド部材５２もその下端が回転加湿フィルタ２３の回転軸２４とおなじ
高さにあってしかも同回転軸２４の方向に向くようにされているが、このガイド部材５１
，５２の形態（位置、高さ、空気流のガイド方向、等）は図９に示すように適宜設定する
ことができる。すなわち、図９において符号５１Ａ，５２Ａで示すガイド部材は、図４の
実施例におけるガイド部材５１，５２の場合より高位置に設けれられる例であり、符号５
１Ｂ，５２Ｂで示すガイド部材は、その下端が通常の水面位Ｌと同じ高さにあって、しか
もその方向が水面に対して接線方向（すなわち、水平方向）となるように設けられる例で
あり、さらに符号５１Ｃ，５２Ｃで示すガイド部材は、その下端側の一部が水中に浸漬さ
れるように設けられる例を示している。
【００３８】
　なお、ガイド部材５１，５２については以上のように種々の実施形態が考えられるが、
本願発明者らの実験によればこのガイド部材５１，５２は、図４に示すように、ガイド部
材５１，５２の下端部を回転加湿フィルタ２３の回転軸２４と同じ高さにし、さらにガイ
ド部材５１，５２の下端部が同回転軸２４の方向に向くようにしたものがもっとも加湿効
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率が良好であった（もっともファン空気流の圧損が少なかった）。この図４に示す実施形
態の加湿装置を使用した一つの実験例においては、加湿量の１０％向上と、風量の８０％
向上（空気吹出口６における風速が４ｍ／ｓから５ｍ／ｓに増大）がみられた。
【００３９】
　なお、図９に示されている回転加湿フィルタ２３の後流側にあるガイド部材５２Ａ，５
２Ｂ，５２Ｃは必要に応じて省略可能である。
【００４０】
　図１０は、ガイド部材５１を水槽２２内に装着する方法の一例を示している。すなわち
、図１０の例では、ガイド部材５１を水槽２２とは別体で形成し、これを水槽２２に組み
込む（ガイド部材５１に形成している脚板５３を水槽２２内に立設している支持部材５４
に嵌合する）ことによってガイド部材５１を水槽２２内に設置するようになっている。こ
れに対して、このガイド部材５１は（必要に応じて後流側のガイド部材５２も）図１１に
例示するように、当初からプラスチック成型により水槽２２と一体的に構成することもで
きる（それにより部品点数が減り、組立工数が減少するメリットがある）。
【００４１】
　また、各ガイド部材５１，５１・・・には、その表面に種々の吸水・保水加工を行い、
ガイド部材５１，５１・・・それ自体をヒータユニット１４から熱をうけて蒸気を発生す
る蒸気発生手段とすることもできる。
【００４２】
　次に、上記実施例の加湿装置の基本的な作用について説明すると、同加湿装置は、まず
、水タンク４を貯水部３４にセットした後、ファンモータ１１およびフィルタモータ２６
を駆動させて、ファン２を駆動させ且つ回転加湿フィルタ２３を低速回転させるとともに
、電熱線１７へ通電してヒータユニット１４を作動させる。すると、本体ケース１の空気
吸込口５から吸い込まれた室内空気Ｗ０は、ファン２の吐出口１０から吹き出される。こ
のファン空気流Ｗ１は、ヒータユニット１４を通過する過程で適当な温度に加熱された後
、回転加湿フィルタ２３へ供給される。
【００４３】
　一方、低速回転されている回転加湿フィルタ２３の各プレート２５の一部は、水槽２２
内の貯留水に浸漬され、前述したように、回転により貯留水から露出している部分も水に
濡れている。
【００４４】
　この状態の回転加湿フィルタ２３をファン２から吹き出されたファン空気流Ｗ１が通過
する過程において加湿がなされる。その際、ファン空気流Ｗ１はヒータユニット１４によ
り加温されており、水の気化を助長して加湿量を増大させる。
【００４５】
　またその際、回転加湿フィルタ２３の空気流上流側にあるガイド部材５１は、ファン空
気流Ｗ１を滑らかに（乱流化による失速がないように）回転加湿フィルタ２３の方向へ変
向流動させ、さらに回転加湿フィルタ２３に対向して空気流後流側（出口側）にあるガイ
ド部材５２は、加湿空気Ｗ２が空気吹出口６の方向へ向けて滑らかに変向流動するように
同空気流Ｗ２をガイドする。このようにすることにより、ファン２により発生せしめられ
た空気流Ｗ１，Ｗ２は従来例（図１６）に比して流速を減じることなく十分な流量の加湿
空気を室内に送り出すことができる。その結果、加湿能力の向上（同じモータ消費電力に
対して多量の加湿空気を送り出す）及び／又は加湿効率の向上（同じ加湿能力に対してモ
ータの消費電力が少なく、またモータ駆動音も小さい）という効果が得られる。
【００４６】
　なお、上記実施例の加湿装置においては、ガイド部材５１に複数の孔６３，６３・・・
を設けてファン空気流Ｗ１の一部Ｗ１′を下方の貯留水６４に衝突させ、それによって貯
留水の一部を直接気化させるようにしているので、回転加湿フィルタ２３による加湿作用
に加えて、水面からの直接気化作用が得られ、加湿効果が増大化されることになる。
【００４７】
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　続いて、本願発明を実施するにあたっての種々の変形実施形態を説明する。
【００４８】
　ガイド部材５１に対する変形実施形態・その１
　回転加湿フィルタ２３に対してファン空気流Ｗ１の上流側にあるガイド部材５１は、ヒ
ータユニット１４からの輻射熱をファン空気流Ｗ１側に反射することができるようにする
と回転加湿フィルタ２３と接触するファン空気流Ｗ１の温度が上昇して水の気化が促進さ
れる。そのためには、ガイド部材５１をそれ自体で熱反射効果をもつ金属（たとえばステ
ンレス鋼）で形成するか、またはガイド部材５１本体をプラスチック製とするとともに、
その表面（上面）に熱反射効果のあるメッキ処理（たとえば、クロムメッキ）を施す。な
お、ガイド部材５１の温度を上昇させる手段としては、ガイド部材５１それ自体を発熱体
とする（たとえば、ヒータ埋込み）方法がある。
【００４９】
　ガイド部材５１に対する変形実施形態・その２
　図１２及び図１３は、ガイド部材５１の表面（上面）にファン空気流Ｗ１を回転加湿フ
ィルタ２３の各プレート２５，２５・・・間の隙間２５Ｓ，２５Ｓ・・・に向けて案内す
るためのリブ６１，６１・・・と溝６２，６２・・・を形成した実施形態を示している。
この実施形態のようにすると、ファン空気流Ｗ１が多くのリブ６１と溝６２によって整流
化され、ファン空気流Ｗ１の流速を維持して加湿効率の向上に寄与することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本願発明の実施の形態にかかる加湿装置の斜視図である。
【図２】図１に示す加湿装置の縦断正面図である。
【図３】図１に示す加湿装置の水タンク部分を省略した縦断背面図である。
【図４】図１に示す加湿装置の縦断側面図である。
【図５】図１に示す加湿装置におけるヒータユニットの拡大斜視図である。
【図６】図１に示す加湿装置における回転加湿フィルタの拡大斜視図である。
【図７】図１に示す加湿装置における回転加湿フィルタを構成するプレートの拡大斜視図
である。
【図８】図１に示す加湿装置における回転加湿フィルタを構成する回転軸の拡大斜視図で
ある。
【図９】本願発明の他の実施形態にかかる加湿装置におけるファン空気流ガイド部材の変
形例説明図である。
【図１０】図１に示す加湿装置におけるファン空気流ガイド部材の組付け状態説明図であ
る。
【図１１】本願発明の他の実施形態にかかる加湿装置におけるファン空気流ガイド部材の
形状説明図である。
【図１２】本願発明の他の実施形態にかかる加湿装置におけるファン空気流ガイド部材の
形状説明図である。
【図１３】図１２に示すファン空気流ガイド部材の設置状態を示す加湿装置の縦断面図で
ある。
【図１４】本願発明のさらに他の実施形態にかかる加湿装置におけるファン空気流ガイド
部材の形状説明図である。
【図１５】図１４に示すファン空気流ガイド部材の設置状態を示す加湿装置の縦断面図で
ある。
【図１６】先願発明の加湿装置における気化式加湿エレメントの形態説明図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１は本体ケース
　２はファン
　３は気化式加湿エレメント
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　４は水タンク
　５は空気吸込口
　６は空気吹出口
　７はファンカバー
　８は羽根車
　９は吸気口
　１０は吐出口
　１４は加熱源（ヒータユニット）
　２２は水槽
　２３は回転加湿フィルタ
　２４は回転軸
　２４ａは駆動軸
　２５はプレート
　２６は駆動源（フィルタモータ）
　３８は加湿空気通路
　５１は上流側ファン空気流ガイド部材
　５２は後流側ファン空気流ガイド部材
　Ｍは回転方向
　Ｗ１は室内空気
　Ｗ２は加湿空気

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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